












〔研究目的〕 

 最大酸素摂取量(max.Ｖ02)が大きな症例は運動耐容能が優れていると考えられている。 

 Treadmillを用いた Bruce法による運動負荷は,成人においては,各StagcでのＶ02が個

人差なく一定の値になるとされ,最も定量的運動負荷法の一つとされており,ある個人が最

大の運動をしたとき,どの Stage まで耐えられるかを知れば,その個人の max.Ｖ02 すなわ

ち運動耐容能を判定できるものとされている。 

 一方,Ｖ02とよく相関する心拍数(HR)をBruce運動負荷時に連続測定すると,症例によっ

ては極く低いBruce-StageでHRが200/minにも達することがあることは衆知の事実である。

このような症例では低いＶO2 をまかなうために,正常人に比して高い心拍数を必要とする

ということで,循環機能に異常があると推察させる証拠ではないかと考えられている。 

 しかし,小児においては,年令,性,運動の慣れ,検査への協力の度合などによって,Bruce

の同一StageであってもＶ02は必ずしも一定ではなく,従って,Bruceによるmax,Ｖ02の決

定や循環機能の判定を各症例別に単純に比較することは困難な場合が多い。 

 そこで我々は,より定量的指標とその簡便な計測法について検討した結果,Ｖ02～HR 回

帰直線の勾配を同指標として利用しうるとの結論を得たので報告する。 


